
３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

刈谷市議会 検索

平
成
２５
年
度
予
算
を
可
決

「
歴
史
に
学
び
未
来
を
紡
ぐ
安
心
充
実
予
算
」

全
会
計
合
計　
７４８
億
円

　主な記事	 ページ

２5年度予算	 ２〜３
議決した議案	 ４〜５
委員会の動き	 ５
質問質疑	 ６〜８

　

こ
の
定
例
会
は
２
月
１４
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
３７
日
間
で
、
３
月

２２
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
議
案
な
ど
４７
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は
、
平
成
２５
年
度
当
初

予
算
に
つ
い
て
と
刈
谷
市
公
共
施
設

維
持
保
全
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
な
ど
で
す
。

◆
２
月
１４
日　

本
会
議

　
（
施
政
方
針
、
議
案
説
明
な
ど
）

　

市
長
か
ら
平
成
２５
年
度
施
政
方
針

と
提
出
し
た
議
案
の
大
綱
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
教
育
長
か

ら
平
成
２５
年
度
教
育
行
政
方
針
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
刈
谷
市
議

会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
可
決
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
２４
年
度
補
正
予
算

議
案
４
件
、
平
成
２５
年
度
当
初
予
算

議
案
８
件
を
は
じ
め
と
す
る
各
議
案

の
説
明
を
受
け
、
関
係
す
る
委
員
会

で
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
２
月
２７
日
〜
３
月
１
日　

本
会
議

　
　
　
　
　
　
　
（
質
問
・
質
疑
）

　

１８
人
の
議
員
が
３９
項
目
に
わ
た
り
、

一
般
質
問
と
平
成
２５
年
度
当
初
予
算

の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

◆
１
日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

予
算
議
案
１２
件
を
関
係
す
る
分
科

会
で
審
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◆
５
日
〜
１１
日　

委
員
会
、
分
科
会

　

議
案
が
審
査
さ
れ
、
委
員
会
や
分

科
会
で
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
２１
日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

分
科
会
で
の
審
査
の
経
過
と
結
果

が
報
告
さ
れ
、
予
算
議
案
の
採
決
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
２１
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

最
終
日
の
運
営
を
協
議
し
、
議
案

の
採
決
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

◆
２２
日　

本
会
議
（
採
決
）

　

各
委
員
長
よ
り
、
委
員
会
で
の
審

査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
一
部
の
議
案
に
つ
い
て
反
対
意

見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、

議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
議
会
を
通
し
て
の
傍
聴
者
は

６８
人
で
す
。

★傍聴をお待ちしています★

５月３０日（木）議会運営委員会（運営を協議）
６月１２日（水）本会議（開会、一般質問など）
　　１３日（木）本会議（一般質問）
　　１４日（金）本会議（一般質問、議案説明）
　　１８日（火）企画総務委員会
　　１９日（水）福祉経済委員会
　　２０日（木）建設水道委員会
　　２１日（金）文教委員会
　　２４日（月）議会基本条例検討特別委員会
　　２７日（木）議会運営委員会（運営を協議）
　　２８日（金）本会議（採決など）

　各会議は１０時から開会します。当日各受付までお越しください。
　本会議：市役所１０階、傍聴受付
　委員会：市役所９階、議会事務局受付
○託児を希望される方へ
　傍聴の際、臨時保育室「カンガルールーム」をご利用になれま
す。傍聴希望日の３日前までに議会事務局までご連絡ください。
○手話通訳を希望される方へ
　傍聴の際、手話通訳者派遣制度をご利用になれます。傍聴希望
日の１週間前までに障害福祉課（TEL ６２−１２０８・FAX ２４−２４６６）まで
ご相談ください。
一般質問ＫＡＴＣＨ放映（１０６チャンネル）
　６月１７日、２０日、２４日でいずれも１８時から。
　詳しくはチャンネルガイドをご覧ください。

〈第119号〉

＊ ６月定例会の開催予定＊

刈
谷
市
公
共
施
設
維
持
保
全
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
な
ど
、
４５
議
案
を
可
決

刈谷城築城４８０年を記念し、
　公共施設連絡バスをラッピング（３月１８日〜）

かつなりくんや刈谷城築城盛上げ隊が、様々なイベントで
活躍します。初代刈谷藩主の水野勝成をモチーフにした

マスコットキャラクター“かつなりくん”



かりや市議会だより平成２5年５月 1 日 第119号 （2）

一般会計の内訳  （　）内は対前年度比

〈国・県からの支出金などの内訳〉　 国庫支出金、県支出金、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得
割交付金、地方消費税交付金、自動車税取得税交付金、地方特例交付金、地方交付税、
交通安全対策特別交付金

〈分担金、負担金などの内訳〉　分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金
〈農業・商工業などの内訳〉　農林水産業費、労働費、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費
（注）金額は百万円単位、割合は小数点以下第一位で四捨五入しているので、総額や割合と一致していない場合があります。

　

平
成
２５
年
度
予
算
は
、
本
会
議
で
の
質
問
・
質
疑
に

続
き
、
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を

経
て
、
各
分
科
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
部
の
予
算
に
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
起
立

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
問
・
質
疑
で
は
、

市
長
に
そ
の
方
針
を

問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
質
問

質
疑
に
つ
い
て
は
、

６
～
８
ペ
ー
ジ
の

「
質
問
質
疑
」
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

会　計　名 本　年　度 前年度比較 伸び率

予算総額 748億1,000万円 11億4,100万円 1.5％

一般会計 473億円 ９億3,000万円 2.0％

特別会計 239億3,200万円 2億1,200万円 0.9％

小垣江駅東部
土地区画整理事業会計 2億7,100万円 ▲    3,400万円 ▲11.1％

野田北部
土地区画整理事業会計 2億  900万円     8,300万円 65.4％

下水道事業会計 44億7,000万円 ▲ 4億3,200万円 ▲ 8.8％

国民健康保険会計 115億6,500万円 2億7,600万円 2.4％

後期高齢者医療会計 12億7,300万円 5,600万円 4.6％

介護保険会計 61億4,500万円 2億6,300万円 4.5％

企業会計 35億7,800万円 ▲      100万円 ▲ 0.1％

水道事業会計 35億7,800万円 ▲      100万円 ▲ 0.1％

※百万円単位で四捨五入しています。

25年度予算の総額

　本市には一般会計のほか、特別会計が６会計と企業会計が１会計ありま
す。予算総額のうち、特別会計は２３９億３,２００万円で、３２.０％、企業会計は
３５億7,８００万円で４.８％を占めています。
　特別会計は、自治体が特定の事業を行う場合などに、一般会計から分離して
経理を行うものです。
　企業会計とは、株式会社等の民間企業と同様の会計方式により、経理を行い
ます。
　特に、水道事業の運営は、「地方公営企業」の一つであり、公営という面と
企業という面を持っているため、一般会計、特別会計とは別に、収支を計上し
ます。

土地区画整理事業……公共施設の整備改善と土地の利用増進を図り、健全な市
　街地の造成を目的としています。

〈小垣江駅東部地区〉施行面積　８１.7㌶
　　主な事業：建物等調査委託、整地工事（１,３４９平方㍍）、物件移転（１件）ほか
〈野田北部地区〉施行面積　４.４㌶
　　主な事業：画地確定測量委託、整地工事（２,１１7平方㍍）、物件移転（１件）ほか

下　水　道　事　業……家庭等の生活排水を適切に排除し、快適な生活環境を確
保するとともに、川や海の水質を保全し、自然環境を守
ります。また、雨水を速やかに排除し、浸水被害から住
民の安全を確保します。

国 民 健 康 保 険……相互扶助の精神にのっとり、保険加入者の医療費の負担
や、出産、葬祭に関わる費用を支給します。

後期高齢者医療……老後における健康の保持と医療の確保を図り、世代間の
負担を明確化することで、高齢者の福祉を増進します。

介　護　保　険……介護が必要になっても住み慣れた地域や自宅で、できる
だけ自立した生活を送ることができるよう、保健医療
サービス及び福祉サービスの保険給付等を行います。

　　　　　　　　　　要介護・要支援認定者が介護保険対象サービスを利用し
た際に費用の９割分を保険から給付します。また、要介
護・要支援状態になるおそれの高い方に予防事業を実施
します。

水　道　事　業……安全で良質な水道水を常時安心して使用できるよう万全
の体制を整えます。

　　　　　　　　　　給水戸数６１,９００戸、年間総給水量１８,１０２,０００立方㍍、１
日の平均給水量４９,６００立方㍍

本
会
議
で
の
質
疑

分
科
会
・
委
員
会
で
の
審
査

　

質
問
・
質
疑
終
了
後
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
経
て
各
分
科
会
で
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

　

２１
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
審
査
特

別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
で
の
審

査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、
一

般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・
下
水
道
事

業
の
各
特
別
会
計
に
反
対
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

２２
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
保
育
園
の
指
定
管
理

者
が
株
式
会
社
で
あ
る
こ
と
、
高
齢

者
宅
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
遅
れ
を

と
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
で
の
調
理
業
務
を
委
託
し

て
い
る
こ
と
、
公
共
施
設
の
使
用
料

を
値
上
げ
す
る
こ
と
、
亀
城
公
園
等

整
備
基
金
に
反
対
で
あ
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
反
対
で
あ
る
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

【
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
】

■
企
画
総
務

　

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
つ
い
て

／
防
災
備
蓄
倉
庫
整
備
事
業
に
つ
い

て
／
地
域
活
動
活
性
化
事
業
に
つ
い

て
／
市
債
に
つ
い
て

■
福
祉
経
済

　

認
可
外
保
育
所
補
助
金
に
つ
い
て

／
（
仮
称
）
夢
と
学
び
の
科
学
体
験

館
整
備
事
業
に
つ
い
て
／
技
能
五
輪

全
国
大
会
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業

に
つ
い
て
／
観
光
案
内
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
／
高
齢
者
予
防
接
種
事

業
に
つ
い
て
／
大
名
行
列
開
催
補
助

事
業
に
つ
い
て
／
わ
く
わ
く
広
場
運

営
委
託
事
業
に
つ
い
て
／
が
ん
検

診
・
高
齢
者
予
防
接
種
に
つ
い
て
／

障
害
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
／
福

祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
に
つ
い
て
／

在
宅
寝
た
き
り
認
知
症
高
齢
者
見
舞

金
支
給
事
業
に
つ
い
て
／
妊
婦
検
診

に
つ
い
て

■
建
設
水
道

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

に
つ
い
て
／
震
災
対
策
整
備
事
業
に

つ
い
て
／
フ
ロ
ー
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
よ

さ
み
の
評
価
に
つ
い
て
／
地
方
バ
ス

路
線
維
持
費
補
助
事
業
に
つ
い
て
／

公
共
施
設
連
絡
バ
ス
運
行
管
理
事
業

に
つ
い
て
／
市
道
０
１
︲
４
号
線
の

整
備
状
況
に
つ
い
て

■
文
教

　

子
ど
も
相
談
事
業
に
つ
い
て
／
学

校
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
／
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
事
業
に
つ

い
て
／
刈
谷
城
築
城
４
８
０
年
記
念

関
連
事
業
に
つ
い
て
／
ウ
ェ
ー
ブ
ス

タ
ジ
ア
ム
刈
谷
陸
上
競
技
場
第
３
種

公
認
更
新
事
業
に
つ
い
て

歴史に学び未来を紡ぐ安心充実予算
総額７４８億１千万円を可決
－予算審査特別委員会のあらまし－

福祉・子育て支援に
161億7,900万円
34.2％（1.6％↑）

住民税など
305億7,500万円
64.6％（1.5％↑）国・県からの支出金など

95億円
20.1％（0.6％↓）

道路建設、災害対策など
73億3,800万円
15.5％（1.8％↑）

教育・生涯学習に
72億3,100万円
15.3％（2.9％↑）

保健・衛生に
52億5,900万円
11.1％（1.3％↓）

住民登録・交通安全
などに
49億8,000万円
10.5％（14.1％↑）

福祉・子育て支援に
161億7,900万円
34.2％（1.6％↑）

住民税など
305億7,500万円
64.6％（1.5％↑）国・県からの支出金など

95億円
20.1％（0.6％↓）

分担金・負担金など
49億7,400万円
10.5％（14.2％↑）

給食費などの諸収入
19億3,400万円
4.1％（0.8％↑）

市債（借金）
3億1,700万円
0.7％（23.3％↓）

道路建設、災害対策などに
73億3,800万円
15.5％（1.8％↑）

教育・生涯学習に
72億3,100万円
15.3％（2.9％↑）

保健・衛生に
52億5,900万円
11.1％（1.3％↓）

住民登録・交通安全
などに
49億8,000万円
10.5％（14.1％↑）

借金の返済に
25億5,000万円
5.4％（0.5％↓）

議会運営に
4億2,600万円
0.9％（0.7％↑）

消防・防災に
14億2,700万円
3.0％（9.6％↓）

農業・商工業に
19億1,000万円
4.1％（2.0％↓）

歳　出
473億円

歳　入
473億円

特 別 会 計

企 業 会 計

特別会計と企業会計のあらまし
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平成25年度施政方針に見る主な事業　竹中良則  市長

施政方針演説を行う市長

　市民の皆様が“元気で幸せ”を実感できるまちづくりの実現に向けて、最小の経費で最大
の効果をあげることを念頭に、効率的で効果的な行財政運営を進めます。
（平成２₅年度主要事業の中から新規事業を中心に掲載。全ての主要事業は市のＨＰから参照できます。）

都市環境分野
　生活の質の維持・向上を目指し、都市と
自然が共存した魅力ある住みよいまちづく
りを推進します。

・刈谷駅南口の歩道を整備し、車両、自転車及び歩行者を分離した安
全な駅前空間を確保 ₂，０００万円

・名鉄富士松駅利用者の安全性及び利便性向上のため、線路西側に改
札口を新設 ₂億₉，₂₅１万円

・ＪＲ逢妻駅利用者の安全性及び利便性向上のため、エレベータ設置
にかかる詳細設計を実施 ₈₃₃万円

産業振興分野
　農業、商業、工業とバランスの取れた産業振
興を図り、誰もが笑顔で働けるように、賑わい
のある明るいまちづくりを推進します。
・中小企業の新製品、新技術開発を支援し、「ものづくりのまち刈
谷」の発展を促進 ₈₇１万円

・平成26年度に愛知県で開催される、第52回技能五輪全国大会のプレ
イベントを開催 ₉０６万円

・市の玄関口である刈谷駅周辺に、レンタサイクルの貸出しや銘菓の
販売等を行う観光案内所を設置 ₂，０１₉万円

福祉安全分野
　より良い保健・福祉サービスを提供するととも
に、災害や犯罪などへの安全性を高め、安心して
暮らせるまちづくりを推進します。

・社会福祉法人が行う、平成26年度開所予定の特別養護老人ホームの
施設整備に対して補助を実施 １，６₅０万円

・高齢者に対し、インフルエンザの予防接種に加えて肺炎球菌予防接
種費用の助成を実施 ₇，６０₃万円

・築40年が経過する富士松南保育園を、現園舎の北側に建て替えるた
めの設計を実施 ₂，０００万円

・公共施設に全国瞬時警報システムを接続するとともに、地震等の災
害発生時に、地元コミュニティＦＭから緊急情報を受信できる防災
ラジオを購入し販売 ₉００万円

・地域での犯罪発生の抑止のため、駅前広場及び市街地に防犯カメラ
を設置 ６₉０万円

・通学路に指定されている道路のうち、歩車道が分離されず危険な区
間にグリーン舗装を施工 １，₇００万円

計画推進分野
　市民と行政の信頼関係を深め、豊かで魅力あ
るまちの実現に向けて協働できるまちづくりを
推進します。

・地域コミュニティの絆づくりを目指し、地域活性化のための制度を
検討したり、モデル地区を選定し課題解決を支援するコーディネー
ターを派遣 ₃₈万円

・平成26年度からの一般旅券（パスポート）発行開始へ向け、執務室
の改修や備品を購入 ６₅₄万円

教育文化分野
　確かな学力の定着と豊かな人間性の育成をめ
ざした学校づくりや、学習する意欲と能力を養
い、生涯にわたって学習できる都市づくりを推
進します。

・中央児童館を科学体験館としてリニューアルするとともにプラネタ
リウムを更新（25年～26年度） ６億₉００万円

・児童の放課後の安心安全な居場所として、既存の６校に加え富士松
東小に放課後子ども教室を開設 １，₅₉₉万円

・ウェーブスタジアム刈谷の「陸上競技場第３種公認」を更新するた
め、施設や備品を整備 ₅，₉₉₈万円

　学校教育に期待されている、子どもたちの「生きる力」を育
むとともに、生涯学習の推進をはじめ、芸術文化、スポーツの
普及、振興など各種事業の開催や市民活動への支援を図ります。

・子どもの健全な育成を図るため、親や子ども等の総合的な相談
窓口として子ども相談センターを開設 ₂，₂₇₂万円

・通常学級に在籍する、発達障害のある子どもたちの学習をサ
ポートするための支援指導補助員を増員 ₂，₃₂₄万円

・老朽化した東刈谷小学校と刈谷南中学校の校舎を改造し、教育
環境を改善 ₄億₄，６６０万円

・アレルギー給食など、きめ細かな対応により安全で栄養豊かな
給食を提供 ６億₉，１₅６万円

学校教育の充実

・開館30周年を迎える美術館の記念企画展として、収蔵作品を紹介
するコレクション展や中
原淳一展、井上洋介展を
開催 ₅，₅６１万円

・刈谷偉人伝として、豊田
佐吉・喜一郎親子を紹介
し、顕彰するＤＶＤを作
成 ６₅₈万円

・第４回森三郎童話賞とし
て創作童話の全国募集や、
市内小中学生から森三郎
作品の読書感想文などを
募集 ₂₂₅万円

生きがいをもつ生涯学習都市づくり

教育行政方針（要旨） 太 田 武 司 教育長

生誕 ㆒00 周年記念　中原淳一展を開催
表紙原画（『ジュニアそれいゆ』第 ２4 号）
㆒⓽⓹8年©JUNICHI NAKAHARA/ひまわりや

刈谷城築城 480 年
　刈谷城築城480年と天

てん

誅
ちゅう

組
ぐみ

義
ぎ

挙
きょ

150年を
迎えることから「歴史のまち刈谷」として
様々な事業を実施します。

・刈谷城築城480年記念展やチビッコ甲
かっ

冑
ちゅう

行列、天誅組シンポジウム
など、記念事業を展開するとともに、家紋入り甲冑、のぼりなど啓
発物品を作製 ₃，₈００万円
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・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決
処
分
に
つ
い
て�

了
承

・
刈
谷
市
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
等
に
つ
い
て�

了
承

【
議
員
提
出
議
案　

１
議
案
】�

可
決

・
刈
谷
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
企
画
総
務
委
員
会
関
係　

７
議
案
】�

す
べ
て
可
決

・
刈
谷
市
公
共
施
設
維
持
保
全
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
特
別
職
に
属
す
る
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
青
山
斎
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
福
祉
経
済
委
員
会
関
係　

４
議
案
】�

す
べ
て
可
決

・
障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

　

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
建
設
水
道
委
員
会
関
係　

１４
議
案
】�

す
べ
て
可
決

・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
み
な
く
る
広
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
道
路
構
造
に
関
す
る
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
道
に
設
け
る
案
内
標
識
等
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
準
用
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
に
関
す
る
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
制
限
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
市
道
の
構

　

造
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
土
地
の
買
入
れ
に
つ
い
て
（
岩
ケ
池
公
園
整
備
事
業
用
地
（
第
３
期
拡
張
整
備
区
域
））

・
刈
谷
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
特
定
公
園

　

施
設
の
設
置
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
文
教
委
員
会
関
係　

６
議
案
】�

す
べ
て
可
決

・
刈
谷
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
十
朋
亭
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
民
ホ
ー
ル
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
平
成
２４
年
度
補
正
予
算
関
係　

５
議
案
】�

す
べ
て
可
決

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

【
平
成
２５
年
度
当
初
予
算
関
係　

８
議
案
】�

す
べ
て
可
決

・
一
般
会
計
予
算

・
刈
谷
小
垣
江
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

・
刈
谷
野
田
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

・
水
道
事
業
会
計
予
算

■
刈
谷
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
特
別
職
に
属
す
る
職
員
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

■
刈
谷
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　

刈
谷
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

答
申
等
に
か
ん
が
み
、
報
酬
及
び
給

料
の
月
額
を
改
正
し
ま
す
。

■
み
な
く
る
広
場
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

み
な
く
る
広
場
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
使
用
の
許
可
条
件
か
ら

「
国
、
地
方
公
共
団
体
、
自
治
会
等

が
主
催
す
る
も
の
で
、
公
共
性
ま
た

は
公
益
性
が
あ
る
こ
と
」
を
削
り
ま

す
。

〔
問
〕
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

が
予
想
さ
れ
る
が
、
利
用
ガ
イ
ド

の
よ
う
な
も
の
を
作
成
す
る
の
か
。

〔
答
〕
使
用
可
能
な
時
間
、
使
用
料
、

申
請
方
法
及
び
注
意
事
項
な
ど
を

記
載
し
た
利
用
案
内
ガ
イ
ド
を
作

成
す
る
予
定
で
あ
る
。

〔
問
〕
申
請
を
簡
素
化
し
て
欲
し
い

が
、
公
共
施
設
予
約
案
内
シ
ス
テ

ム
で
の
予
約
は
可
能
か
。

〔
答
〕
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
、
利
用
可

能
エ
リ
ア
、
車
両
の
乗
り
入
れ
な

ど
、
直
接
確
認
が
必
要
な
事
項
が

多
い
た
め
、
窓
口
で
申
請
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
も

受
付
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
関
係

部
署
と
協
議
し
て
い
く
。

■
刈
谷
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

平
成
２５
年
１０
月
１
日
検
針
分
よ
り

下
水
道
使
用
料
を
改
正
し
ま
す
。

（
改
正
の
概
要
は
右
の
表
を
参
照
）

〔
問
〕
な
ぜ
改
正
す
る
の
か
。

〔
答
〕
平
成
元
年
度
以
来
、
下
水
道

へ
の
接
続
率
向
上
を
第
一
に
考
え
、

消
費
税
改
正
に
伴
う
改
定
を
除
い

て
使
用
料
を
据
え
置
き
と
し
て
き

た
。
現
在
、
普
及
率
は
約
９０
％
に

達
し
、
今
後
は
老
朽
管
対
策
や
耐

震
化
に
多
く
の
経
費
を
必
要
と
す

る
維
持
管
理
の
時
代
へ
と
移
っ
て

い
く
。
下
水
道
事
業
を
公
営
企
業

と
い
う
経
営
の
視
点
で
見
て
い
く

時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
、
独
立

採
算
の
原
則
の
も
と
、
下
水
道
使

用
者
が
今
後
も
安
心
し
て
下
水
道

を
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

中
長
期
的
に
自
立
・
安
定
し
た
経

営
を
し
続
け
る
た
め
、
受
益
者
負

担
の
原
則
に
基
づ
き
適
切
な
負
担

を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
刈
谷
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生

し
た
際
、
迅
速
な
対
策
を
図
る
た
め

の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に

制
定
し
ま
す
。

〔
問
〕
ど
う
い
う
基
準
で
対
策
本
部

を
設
置
し
、
行
動
す
る
の
か
。

〔
答
〕
全
国
的
か
つ
急
速
な
蔓
延
に

よ
り
、
国
民
の
生
活
に
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
事
態
と
な
っ
た
場
合
、

政
府
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

緊
急
事
態
宣
言
を
行
う
。
そ
の
際

に
は
直
ち
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、

国
・
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
情

報
収
集
及
び
市
民
へ
の
情
報
提
供
、

相
談
窓
口
の
設
置
、
医
療
機
関
と

の
連
携
を
し
て
い
く
。

■
刈
谷
市
十
朋
亭
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

平
成
２５
年
１０
月
１
日
よ
り
十
朋
亭

の
使
用
料
を
改
正
し
、
平
均
で
約

２０
％
引
き
上
げ
ま
す
。

〔
問
〕
利
用
者
の
負
担
割
合
を
、
ど

の
よ
う
な
考
え
で
決
定
し
た
の
か
。

〔
答
〕
住
民
負
担
の
公
平
性
の
確
保

と
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
、

４
年
に
一
度
全
庁
的
に
施
設
の
使

用
料
を
見
直
し
て
い
る
。
使
用
料

を
見
直
す
際
、
利
用
者
の
負
担
割

合
を
、
民
間
事
業
と
競
合
性
の
あ

る
施
設
は
７5
％
、
公
共
性
・
公
益

性
が
高
い
施
設
は
5０
％
と
し
て
お

り
、
十
朋
亭
は
７5
％
と
し
て
い
る
。

現
在
、
維
持
管
理
費
に
占
め
る
使

用
料
収
入
の
割
合
は
約
２０
％
で
あ

条　

例　

議　

案

議
決
結
果
一
覧
表

主
な

議
案
３
月定例

会

　

今
回
は
、
刈
谷
市
公
共
施
設
維
持
保
全
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
や
み
な
く
る
広
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。

　

質
疑
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
た
各
委
員
会
の
委
員
長

報
告
を
中
心
に
、
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

改正前 改正後

議　長 ５６7,０００円 ５６６,０００円

副議長 ５２7,０００円 ５２６,０００円

議　員 ４６８,０００円 ４６7,０００円

市　長 １,０１２,０００円 １,０１０,０００円

副市長 ８２９,０００円 ８２7,０００円

教育長 7１２,０００円 7１０,０００円

下水道使用料の料金表（２か月あたり・税込）

区　　分 変更前 変更後

基本使用料 ０円 １,４7０円

従　

量　

使　

用　

料

　１㎥〜２０㎥ 定額１,４7０円 １０.５円/㎥

２１㎥〜４０㎥ 7３.５円/㎥ 7３.５円/㎥

４１㎥〜８０㎥ ８４円/㎥ １０５円/㎥

　８１㎥〜２００㎥ ９４.５円/㎥ １２０.7５円/㎥

　　２０１㎥〜１,０００㎥ １１５.５円/㎥ １４１.7５円/㎥

１,００１㎥〜　　　 １５２.２５円/㎥ １８９円/㎥

イベントでにぎわう、みなくる広場

※料金の目安：平均的な家庭（２か月で 40㎥使用した場合）は 3,150
　円となり、約 7％の引き上げとなります。
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辺
の
安
全
確
認
に
つ
い
て
」「
水
道

水
の
残
留
塩
素
に
つ
い
て
」「
水
道

事
業
に
お
け
る
維
持
管
理
の
重
要
性

に
つ
い
て
」
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

◆
所
管
事
務
調
査

　

刈
谷
城
築
城
４
８
０
年
記
念
事
業

に
つ
い
て

　

刈
谷
の
発
展
の
礎
と
な
っ
た
刈
谷

城
を
、
水
野
忠
政
が
築
い
て
か
ら

４
８
０
年
で
あ
る
今
年
は
、
維
新
の

魁
と
い
わ
れ
る
天
誅
組
が
義
挙
し
て

か
ら
１
５
０
年
で
も
あ
り
ま
す
。「
戦

国
ロ
マ
ン
に
想
い
を
は
せ　

未
来
へ

夢
を
紡
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
、
様
々
な
取
り
組

み
に
よ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
郷

土
の
歴
史
文
化
へ
の
愛
着
や
誇
り
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
歴
史
、
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と
一
体
と
な
り

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
「
ソ
ニ
ー
子
ど
も
科
学

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
」「
於

大
の
方
の
石
碑
に
つ
い
て
」「
美
術

館
の
運
営
に
つ
い
て
」「
部
活
動
の

顧
問
に
つ
い
て
」「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
へ
の

教
育
委
員
会
の
対
応
に
つ
い
て
」
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
市
民
の
議
会
へ
の
参
画
（
住
民

意
見
の
取
り
入
れ
）」「
請
願
・
陳
情
」

「
議
員
間
討
議
」「
市
長
と
議
会
と
の

関
係
」「
反
問
権
の
付
与
」
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
２３
年
１２
月
に
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
か
ら
、
開
催
回
数
も
１９
回
を

数
え
、「
条
文
全
体
の
整
理
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
意
見
募
集
を
含
め
、
条

例
の
制
定
へ
む
け
て
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

り
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
割
合
を

増
加
さ
せ
、
負
担
の
公
平
性
を
図

り
た
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

■
刈
谷
市
公
共
施
設
維
持
保
全
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

今
後
増
大
す
る
公
共
施
設
の
維
持

保
全
費
用
の
財
源
を
確
保
し
、
公
共

施
設
の
健
全
か
つ
円
滑
な
維
持
保
全

を
図
る
た
め
、
基
金
を
設
け
ま
す
。

（
基
本
方
針
１　

公
共
施
設
の
質
の

確
保
）
安
全
・
快
適
で
使
用
し
や
す

い
公
共
施
設
の
整
備
、
情
報
の
一
元

化
と
評
価
、
評
価
の
反
映

（
基
本
方
針
２　

コ
ス
ト
の
削
減
）

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
、
維
持
管
理

費
用
の
削
減

（
基
本
方
針
３　

各
年
度
支
出
の
平

準
化
）
維
持
保
全
の
優
先
順
位
の
設

定
、
財
政
計
画
と
の
連
動

〔
問
〕
費
用
の
平
準
化
を
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
の
か
。

〔
答
〕
予
防
保
全
の
考
え
に
よ
り
、

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り
な
が
ら
、

工
事
の
優
先
度
等
を
判
断
し
、
効

率
的
・
計
画
的
に
各
年
度
間
の
経

費
を
調
整
し
て
い
く
。

〔
問
〕
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

〔
答
〕
施
設
の
利
用
状
況
や
収
支
状

況
な
ど
を
一
元
的
に
把
握
し
、
よ

り
効
果
的
な
施
設
の
活
用
を
検
討

す
る
こ
と
で
、
市
全
体
で
効
率
的

な
施
設
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。

■
刈
谷
市
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移

動
等
の
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
市

道
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

障
害
者
や
高
齢
者
が
移
動
し
や
す

い
よ
う
、
歩
道
の
幅
や
道
路
の
舗
装

な
ど
に
関
す
る
基
準
を
定
め
ま
す
。

■
土
地
の
買
入
れ
に
つ
い
て

　

岩
ケ
池
公
園
の
第
３
期
拡
張
整
備

の
た
め
、
駐
車
場
用
地
と
し
て
土
地

を
購
入
し
ま
す
。

所
在
地　

東
境
町
光
ケ
丘
１
２
８
番

　
　
　
　

２
ほ
か
４９
筆

面
積　
　

１
８
，
５
０
４
．
８
２
㎡

買
入
予
定
価
格　

　
　

７
４
３
，
９
８
１
，
８
５
２
円

　

補
正
予
算
議
案
は
全
議
員
で
構
成

す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
経
て
、

企
画
総
務
、
福
祉
経
済
、
建
設
水
道

の
各
分
科
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
２１
日
に
再
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
の

審
査
結
果
を
各
分
科
会
委
員
長
よ
り

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

予

算

議

案

　

各
委
員
会
で
は
議
案
の
審
査
の
ほ

か
、
次
の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。

◆
所
管
事
務
調
査

　

市
民
意
識
調
査
等
に
つ
い
て

　
「
第
７
次
刈
谷
市
総
合
計
画
」
の

進
行
管
理
を
目
的
に
、
市
民
や
小
中

学
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

刈
谷
市
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て

　

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
備
え

る
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
ま
し
た
。
全
戸
配
布
す
る
と
と
も

に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
「
刈
谷
市
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

◆
所
管
事
務
調
査

　
「
農
作
業
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
」

「
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
負
担
金
に
つ

い
て
」
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

◆
所
管
事
務
調
査

　

第
２
次
刈
谷
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
つ
い
て

　

本
格
的
な
少
子
高
齢
化
の
到
来
、

低
炭
素
・
循
環
型
社
会
へ
の
移
行
、

大
規
模
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
の
見

直
し
な
ど
、
住
宅
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
に
伴

い
、
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見
直

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕

組
み
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
計
画
期
間
）

　

平
成
２５
年
度
か
ら
２９
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
し
、
中
長
期
的
な
視

点
か
ら
平
成
３４
年
度
を
展
望
し
た
ビ

ジ
ョ
ン
・
目
標
を
示
し
ま
す
。

（
主
要
課
題
）

①
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま

い②
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
定
住
に
向

け
た
住
ま
い

③
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応

し
た
快
適
な
住
ま
い

④
協
働
に
よ
る
住
ま
い

　

亀
城
公
園
歴
史
的
建
造
物
等
基
本

計
画
に
つ
い
て

　

開
設
か
ら
約
7０
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
に
よ
る
公
園
機
能
の
低
下
が
著

し
い
亀
城
公
園
に
つ
い
て
、
平
成
２０

年
度
策
定
の
再
整
備
基
本
設
計
に
基

づ
き
、
今
年
で
築
城
か
ら
４
８
０
年

を
迎
え
る
刈
谷
城
の
復
元
整
備
を
目

指
し
ま
す
。

（
基
本
理
念
）
亀
城
公
園
に
お
け
る

刈
谷
城
の
歴
史
的
価
値
の
再
生

（
事
業
計
画
）
資
料
・
発
掘
調
査
を

先
行
実
施
し
、
櫓
や
石
垣
の
状
況
を

可
能
な
限
り
明
確
に
し
た
の
ち
に
整

備
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
事
業
を
平
成
３２
年
度
ま

で
の
短
期
計
画
事
業
と
、
そ
れ
以
降

の
中
長
期
事
業
に
わ
け
、
南
東
隅
櫓

や
石
垣
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
「
刈
谷
駅
の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
」「
小
道
公
園
周

企
画
総
務
委
員
会

福
祉
経
済
委
員
会

建
設
水
道
委
員
会

文
教
委
員
会

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

　
　
　
　
　

３
億
３
，
０
６
８
万
円

補
正
後
の
予
算
（
一
般
会
計
）

　
　
　

４
８
８
億
７
，
７
５
０
万
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

　
　
　

７
６
７
億
１
，
８
９
７
万
円

（
公
園
）

　

大
手
町
に
、
市
中
心
部
の
緑
の
創

出
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の

様
々
な
復
旧
支
援
活
動
が
行
え
る
広

場
を
整
備
し
ま
す
。

　

５
，
７
０
２
万
円

（
財
政
）

　

公
共
施
設
維
持
保
全
基
金
に
積
立

て
を
し
ま
す
。　
　
　
　
　

２
億
円

（
教
育
）

　

平
成
２５
年
度
に
実
施
予
定
だ
っ

た
東
刈
谷
小
学
校
の
大
規
模
改
修

を
、
国
の
「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
」
を
財
源
の
一
部
と
し
て
、
２４
年

度
予
算
に
前
倒
し
し
て
実
施
し
ま
す
。

（
本
会
議
最
終
日
に
追
加
上
程
）

　
　
　
　
　

２
億
５
，
１
６
０
万
円

※
市
民
の
方
等
か
ら
貴
重
な
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
補
正
予
算
に

計
上
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
総
務
管
理
事
業
費
と
し
て

�

１
３
４
万
５
千
円

・
児
童
福
祉
事
業
費
と
し
て

�

４
万
６
千
円

・
保
育
園
事
業
費
と
し
て

�

１２
万
円

議
会
基
本
条
例
検
討

特
別
委
員
会

議会トピックス
■
交
通
安
全
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
か
け

　

４
月
８
日
の
早
朝
よ
り
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

合
わ
せ
、
刈
谷
駅
周
辺
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

朝
の
通
勤
、
通
学
者
に
対

し
て
、
「
飲
酒
運
転
や
め
て

ク
リ
ー
ム
パ
ン
」
と
銘
打
っ

た
デ
ニ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ム
を

配
布
し
飲
酒
運
転
の
根
絶
を

やめてクリームパンを通勤者に配布

呼
び
か
け
ま
し
た
。
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質
問・質
疑

市
政
の
こ
こ
を
問
う

白　

土　

美
恵
子　

議
員

　

１　

介
護
に
つ
い
て　
　

※
２　

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

　

３　

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
教
育
支
援
に
つ
い
て

上　

田　

昌　

哉　

議
員

※
１　

行
政
財
産
の
活
用
に
つ
い
て　

　

２　

刈
谷
市
民
の
心
の
安
定
に
つ
い
て

　

３　

予
算
書
、
決
算
書
の
公
開
に
つ
い
て

鈴　

木　

浩　

二　

議
員

※
１　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　

２　

予
算
編
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て　

山　

本　

シ
モ
子　

議
員

※
１　

市
長
の
施
政
方
針
の
問
題
点
に
つ
い
て

　

２　

教
育
長
の
教
育
行
政
方
針
の
問
題
点
に
つ
い
て

　

３　

来
年
度
予
算
に
つ
い
て

黒　

川　

智　

明　

議
員

※
１　

行
政
経
営
改
革
に
つ
い
て　
　

佐　

野　

泰　

基　

議
員

※
１　

平
成
２５
年
度
市
政
運
営
に
つ
い
て

　

２　

教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

野　

村　

武　

文　

議
員

※
１　

く
ら
し
・
福
祉
・
医
療
の
充
実
に
つ
い
て　

　

２　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
強
化
に
つ
い
て

樫　

谷　
　
　

勝　

議
員

※
１　

国
の
地
域
元
気
臨
時
交
付
金
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

２　

生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

松　

永　
　
　

寿　

議
員

　

１　

学
校
等
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

※
２　

放
課
後
の
子
ど
も
の
見
守
り
施
策
に
つ
い
て

　

３　

高
齢
者
に
対
す
る
予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

鈴　

木　

絹　

男　

議
員

※
１　

刈
谷
城
築
城
４
８
０
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

佐　

原　

充　

恭　

議
員

※
１　

介
護
支
援
と
健
康
長
寿
の
取
り
組
み
に
つ
い
て　

　

２　

中
小
企
業
支
援
策
に
つ
い
て

清　

水　

行　

男　

議
員

※
１　

ま
ち
づ
く
り
と
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て

　

２　

下
水
道
の
整
備
と
会
計
制
度
に
つ
い
て

星　

野　

雅　

春　

議
員

※
１　

平
成
２５
年
度
予
算
に
つ
い
て

山　

崎　

高　

晴　

議
員

※
１　

災
害
時
に
お
け
る
防
災
体
制
に
つ
い
て

伊　

藤　

幸　

弘　

議
員

※
１　

刈
谷
市
の
今
後
の
人
口
動
態
に
対
す
る
課
題
に
つ
い
て

　

２　

刈
谷
城
築
城
４
８
０
年
記
念
事
業
と
今
後
の
関
連
事
業
に
つ
い
て

新　

村　

健　

治　

議
員

　

１　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
新
設
に
つ
い
て　

　

２　

市
内
巡
回
バ
ス
（
公
共
施
設
連
絡
バ
ス
）
の
充
実
に
つ
い
て

　

３　

富
士
松
南
保
育
園
の
建
設
に
つ
い
て

※
４　

名
鉄
富
士
松
駅
の
改
善
に
つ
い
て

新　

海　

真　

規　

議
員

　

１　

施
政
方
針
に
つ
い
て

※
２　

教
育
行
政
方
針
に
つ
い
て

蜂
須
賀　

信　

明　

議
員

※
１　

い
じ
め
防
止
対
策
法
案
（
仮
称
）
に
つ
い
て　

　

２　

高
年
齢
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

　

３　

エ
コ
ま
ち
法
の
対
応
に
つ
い
て

　

こ
の
定
例
会
で
は
２
月
２７
日
・
２８
日
・
３
月
１
日
の
３
日
間
に
、
１８
人
が
登

壇
し
、
３９
項
目
に
わ
た
り
質
問
・
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
人
一
項
目
を
要

約
し
、
掲
載
し
ま
す
。

　

質
問
質
疑
（
発
言
順
）　
※
印
が
掲
載
し
た
項
目
で
す
。

質問質疑のすべての質問・答弁が映像でホームページからご覧になれます。
刈谷市議会ホームページ：http://www.city.kariya.lg.jp/shigikai/
　「会議録検索システム・議会映像」のページからご覧ください。

白
土　

美
恵
子　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　

病
児
・
病
後
児
保
育
の
今
後
の
拡
充
に
つ
い
て

︱
新
築
予
定
の
保
育
園
の
意
向
も
踏
ま
え
て
前
向
き
に
検
討
︱

問　
本
市
の
病
児
・
病
後
児
保
育

の
概
要
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答　
生
後
６
ケ
月
か
ら
小
学
校
３

年
生
ま
で
の
児
童
が
病
気
や
病
気
の

回
復
期
に
集
団
保
育
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
、
一
時
的
に
預
か
る
こ
と
で

保
護
者
の
支
援
と
児
童
の
健
全
育
成

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

問　
予
算
を
減
額
す
る
理
由
は
。

答　
事
業
を
実
施
し
て
い
た
市
内

の
小
児
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
、
来
年
度
の

事
業
実
施
を
し
な
い
た
め
で
あ
る
。

問　
施
設
が
減
る
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
に
と
っ
て
不
足
は
な
い
の
か
。

答　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
援
助
活
動
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
た
め
、

現
状
で
は
不
足
は
な
い
。

問　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
の
受
け
入
れ
体
制
は
。

答　
看
護
師
を
配
置
し
、
援
助
会

員
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
他
の
施
設
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

問　
事
業
の
今
後
の
拡
充
に
つ
い

て
の
所
見
は
。

答　
新
築
予
定
の
保
育
園
が
事
業

実
施
の
意
向
を
持
っ
て
お
り
、
前
向

き
に
審
査
し
、
拡
充
を
考
え
て
い
く
。

上
田　

昌
哉　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　

岩
ケ
池
公
園
の
施
設
使
用
料
の
有
効
利
用
を

︱
施
設
使
用
料
を
公
園
の
維
持
管
理
費
に
活
用
︱

問　
市
民
の
資
産
で
、
都
市
公
園

で
あ
る
岩
ケ
池
公
園
に
お
い
て
、
商

業
施
設
を
備
え
た
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア

シ
ス
株
式
会
社
が
利
益
を
生
み
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
市
に
施
設
使
用
料

を
支
払
う
手
法
は
、
画
期
的
で
あ
る

と
思
う
が
、
そ
の
使
用
料
は
１
月
あ

た
り
、
坪
単
価
で
２
７
７
円
と
非
常

に
安
価
で
あ
る
。
今
後
、
使
用
料
を

値
上
げ
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
立
地
状
況
や
近
隣
市
の
使
用
料
な

ど
を
考
慮
の
上
、
現
在
、
検
討
し
て

い
る
。

問　
岩
ケ
池
公
園
の
有
料
遊
具
を

百
円
か
ら
五
十
円
に
す
れ
ば
、
入
場

者
数
が
増
え
、
商
業
施
設
と
の
相
乗

効
果
も
見
込
ま
れ
、
利
益
も
あ
が
る

こ
と
で
施
設
の
使
用
料
を
上
げ
て
、

岩
ケ
池
公
園
の
維
持
管
理
費
に
充
当

し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
指
定
管
理
者
へ
の
委
託
料
は

有
料
遊
具
の
利
用
料
金
を
差
し
引
い

て
計
算
し
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
設

置
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
市
の
一
般

財
源
へ
の
収
入
と
な
っ
て
く
る
こ
と

か
ら
、
現
在
、
維
持
管
理
費
な
ど
に

活
用
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

鈴
木　

浩
二　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
人
口
フ
レ
ー
ム
達
成
に
向
け
た
取
組
み
は

︱
住
居
系
新
市
街
地
を
整
備
し
て
い
く
︱

問　
現
在
、
本
市
の
人
口
は
、
第

三
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
時
の
人
口
フ
レ
ー
ム
よ
り
大
幅
に

少
な
い
。
現
状
に
合
わ
せ
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
修
正
が
必
要
か
。
ま

た
、
人
口
増
加
の
た
め
の
取
組
み
は
。

山
本　

シ
モ
子　

議
員
（
一
括
質
問
一
括
答
弁
方
式
）

　

不
育
症
治
療
へ
の
補
助
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る

︱
難
解
な
疾
患
で
あ
る
た
め
国
・
県
の
同
行
を
注
視
し
て
い
く
︱

問　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

子
育
て
で
き
る
た
め
の
施
策
が
行
わ

れ
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成
も
行
わ
れ

て
い
る
が
、
母
子
支
援
の
基
本
的
な

考
え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
少
子
化
対
策
を
含
め
女
性
が

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
を
し
や
す
い

環
境
を
作
る
こ
と
は
、
自
治
体
が
果

た
す
大
き
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
妊
娠
し
て
も
流
産
を
繰
り
返

す
症
状
が
「
不
育
症
」
と
診
断
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
治
療
す
れ
ば
無

事
に
出
産
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
検
査
や
治
療
に
多
額
の
費
用
が

か
か
り
当
事
者
を
苦
し
め
て
い
る
。

子
ど
も
が
で
き
な
い
人
に
不
妊
治
療

へ
の
補
助
が
あ
る
の
で
、
宿
っ
た
命

が
無
事
に
育
つ
た
め
の
不
育
症
治
療

も
同
じ
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

全
国
で
は
助
成
を
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
た
め
、
本
市
も
補
助
制
度
を

設
け
、
安
心
し
て
子
ど
も
が
生
み
育

て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
欲
し
い
。

答　
国
に
よ
る
と
、
専
門
医
が
少

な
く
的
確
な
検
査
を
実
施
す
る
こ
と

が
難
し
い
ら
し
く
、
公
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
国
・
県
の
動
向
に
注
視
し

な
が
ら
研
究
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

黒
川　

智
明　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　

時
流
に
即
応
す
る
行
財
政
改
革
を

︱
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
よ
う
意
識
向
上
を
図
る
︱

問　
効
率
的
な
行
政
経
営
の
推
進

に
は
、
人
材
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
環
境
変
化
に
即
応
で
き
る
、
柔

軟
な
思
考
と
創
造
力
を
育
成
す
る
研

修
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答　
地
方
分
権
の
推
進
及
び
権
限

委
譲
に
よ
る
新
た
な
業
務
へ
の
対
応

能
力
や
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き

る
意
識
向
上
を
研
修
で
図
っ
て
い
る
。

新
人
職
員
の
基
礎
研
修
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
な
ど
も
行
っ
て
い
る
が
、
具

体
的
な
成
果
は
時
間
が
掛
か
る
た
め
、

有
効
的
、
効
果
的
な
研
修
効
果
の
確

認
方
法
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
少
子
高
齢
化
を
見
据
え
、
変

化
す
る
社
会
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

職
員
が
提
案
し
た
創
造
的
・
コ
ス
ト

を
意
識
し
た
事
業
は
あ
る
か
。

答　
災
害
時
、
避
難
所
と
な
る
全

小
学
校
の
電
源
確
保
の
た
め
、
太
陽

光
発
電
設
備
を
、
当
初
市
費
で
５
年

間
で
設
置
予
定
で
あ
っ
た
。
職
員
提

案
に
よ
り
民
間
に
屋
根
を
貸
し
、
設

置
か
ら
運
営
ま
で
行
っ
て
も
ら
う
事

業
に
短
期
で
切
換
え
、
設
置
期
間
を

１
年
に
短
縮
し
、
初
期
投
資
５
億

円
の
削
減
や
屋
根
貸
し
料
金
年
間

１
１
０
万
円
の
成
果
が
見
込
ま
れ
る
。

答　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
役
割
は
、

長
期
的
な
視
点
で
都
市
の
将
来
像
を

明
確
に
す
る
こ
と
な
の
で
、
短
期
的

な
人
口
変
化
で
の
見
直
し
は
し
な
い
。

本
市
の
都
市
づ
く
り
の
目
標
は
、
都

市
機
能
を
集
約
し
、
ま
ち
な
か
居
住

の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
、
都
市
型

の
住
宅
を
提
供
し
て
き
た
。
引
き
続

き
、
民
間
事
業
者
が
行
う
都
市
型
住

宅
の
整
備
を
支
援
し
、
新
た
な
住
居

系
新
市
街
地
を
整
備
し
て
い
く
。

問　
工
業
系
用
地
開
発
に
よ
る
産

業
誘
致
、
住
居
人
口
確
保
は
、
住
工

混
在
の
問
題
に
対
し
有
効
な
土
地
利

用
で
あ
る
。
依
佐
美
地
区
市
街
地
開

発
の
早
期
実
現
に
向
け
た
取
組
み
は
。

答　
関
係
権
利
者
の
ご
協
力
と
と

も
に
関
係
機
関
と
の
連
携
が
必
要
で

あ
る
。
周
辺
都
市
環
境
と
の
整
合
に

配
慮
し
、
事
業
規
模
や
関
係
権
利
者

の
合
意
形
成
の
状
況
に
よ
り
区
分
分

割
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

オアシス館刈谷がリニューアル
された刈谷ハイウェイオアシス



かりや市議会だより 平成２5年５月 1 日第119号（�）

佐
野　

泰
基　

議
員
（
一
括
質
問
一
括
答
弁
方
式
）

　
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
新
年
度
予
算
の
特
徴
は

︱
無
駄
を
省
き
、
市
民
の
安
全
・
安
心
に
重
点
を
置
く
︱

問　
今
後
の
財
政
状
況
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　
社
会
福
祉
関
係
経
費
や
各
種

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
補

修
費
等
の
増
大
が
見
込
ま
れ
、
今
後

も
歳
入
の
大
き
な
増
加
を
見
込
む
こ

と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
財
政
面
に

お
け
る
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

必
要
性
や
緊
急
性
か
ら
事
業
を
精
査

し
、
効
率
化
を
図
り
、
引
き
続
き
健

全
財
政
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

問　
厳
し
い
状
況
下
で
も
積
極
的

に
課
題
に
取
り
組
ん
だ
予
算
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
重

点
項
目
は
何
か
。

答　
防
災
・
防
犯
分
野
で
は
、
南

部
地
区
へ
の
拠
点
防
災
倉
庫
の
整
備
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
購
入
費
助
成
や
通
学

路
の
グ
リ
ー
ン
舗
装
に
よ
る
児
童
生

徒
の
交
通
安
全
対
策
の
強
化
な
ど
で
、

歴
史
に
つ
い
て
は
、
刈
谷
城
築
城
４

８
０
年
記
念
展
を
メ
イ
ン
事
業
と
し

た
水
野
家
記
念
講
演
会
な
ど
で
、
次

世
代
育
成
・
教
育
分
野
で
は
、
平
成

２６
年
度
ま
で
に
中
央
児
童
館
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
、
民
間
保
育
所
運
営
支
援

事
業
や
富
士
松
南
保
育
園
園
舎
の
改

築
の
た
め
の
設
計
を
予
定
し
て
い
る
。

野
村　

武
文　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　
安
全
性
を
確
保
し
、
逢
妻
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
早
期
設
置
を

︱
２７
年
度
に
改
札
内
、
２８
年
度
に
駅
外
側
の
工
事
を
予
定
︱

問　
逢
妻
駅
は
階
段
が
多
く
て
上

が
れ
な
い
方
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
持
つ

方
が
大
変
苦
労
し
て
い
る
。エ
レ
ベ
ー

タ
ー
新
設
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　
平
成
２５
年
度
の
事
業
化
に
向

け
、
現
在
Ｊ
Ｒ
東
海
と
協
議
を
進
め

て
い
る
。
工
期
は
４
年
間
、
供
用
開

始
は
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
行
う
。

問　
可
能
な
限
り
早
い
設
置
を
願

う
が
、
早
朝
や
夜
は
無
人
駅
と
な
る

た
め
、
防
犯
上
の
問
題
を
十
分
考
慮

し
、
安
全
性
を
し
っ
か
り
確
保
す
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
実
際
の
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答　
平
成
２５
年
度
に
詳
細
設
計
を

行
い
、
平
成
２６
年
度
は
下
り
ホ
ー
ム

側
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
場
所
を

確
保
す
る
た
め
の
擁
壁
改
良
工
事
と
、

駅
南
側
の
屋
外
ベ
ン
チ
の
移
転
工
事

を
行
う
。
そ
の
後
、
平
成
２7
年
度
に

改
札
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
平
成
２８

年
度
に
駅
外
側
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
改
札
内
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
用

多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
を
望
む
が
本

市
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
は
何
人
い
る
か
。

答　
平
成
２５
年
１
月
末
現
在
で
約

１
７
０
人
で
あ
る
。

樫
谷　
　

勝　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　

国
の
地
域
元
気
臨
時
交
付
金
の
積
極
活
用
を

︱
計
７
事
業
で
活
用
。
今
後
は
、
追
加
上
程
で
対
応
︱

問　
国
の
地
域
元
気
臨
時
交
付
金
、

約
１
兆
４
千
億
円
の
概
要
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　
平
成
２５
年
度
予
算
と
連
動
し
、

松
永　
　

寿　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　

放
課
後
の
子
ど
も
の
見
守
り
施
策
の
充
実
を

︱
２
つ
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
定
員
の
拡
大
を
実
施
︱

問　
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
ク
ラ
ブ
に

よ
っ
て
登
録
人
数
や
出
席
率
に
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
る
が
、
施
設
と
指
導
員
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
施
設
に
つ
い
て
は
、
順
次
、

定
員
拡
大
の
た
め
の
施
設
整
備
を
進

め
て
お
り
、
２５
年
度
は
、
富
士
松
東
、

衣
浦
児
童
ク
ラ
ブ
の
２
ク
ラ
ブ
で
定

員
拡
大
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

指
導
員
に
つ
い
て
は
、
随
時
募
集
し

て
お
り
、
現
在
は
配
置
基
準
以
上
の

指
導
員
を
確
保
し
て
い
る
。

問　
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
の

場
合
、
児
童
の
預
か
り
時
間
が
長
く

な
る
が
対
応
は
可
能
か
。

答　
定
員
に
余
裕
の
あ
る
児
童
ク

ラ
ブ
に
限
り
申
請
を
受
け
付
け
て
お

り
、
そ
の
間
の
指
導
員
に
つ
い
て
は
、

臨
時
職
員
を
短
期
雇
用
す
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
。

問　
就
労
が
決
ま
り
子
ど
も
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た

場
合
、
入
会
受
け
付
け
は
行
っ
て
い

る
の
か
。

答　
就
業
前
で
あ
っ
て
も
雇
用
が

決
ま
っ
た
時
点
で
、
雇
用
予
定
の
勤

務
証
明
を
添
付
す
れ
ば
申
請
受
付
を

行
っ
て
い
る
。
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鈴
木　

絹
男　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　

刈
谷
城
築
城
４
８
０
年
記
念
事
業
の
成
功
の
鍵
は

︱
全
庁
体
制
で
意
識
の
高
揚
、
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
︱

問　
こ
の
事
業
が
成
功
す
れ
ば
、

本
市
は
産
業
だ
け
で
な
く
歴
史
と
伝

統
文
化
の
あ
る
都
市
と
内
外
に
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
郷
土

の
歴
史
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り

郷
土
愛
が
育
ま
れ
、
市
民
の
絆
が
今

ま
で
以
上
に
強
く
な
る
。
そ
の
た
め

に
は
職
員
が
過
程
段
階
か
ら
団
結
し

て
一
丸
と
な
ら
な
け
れ
ば
成
功
し
な

い
が
、
全
職
員
に
情
熱
や
思
い
が
伝

わ
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
い
る
か
。

答　
全
職
員
か
ら
ア
イ
デ
ア
募
集

し
た
り
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
缶
バ
ッ
チ

を
身
に
つ
け
る
等
全
庁
体
制
で
事
業

展
開
し
て
い
る
。
今
後
も
Ｐ
Ｒ
用
の

シ
ャ
ツ
着
用
等
検
討
し
、
意
識
の
高

佐
原　

充
恭　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　
介
護
支
援
と
健
康
長
寿
の
取
組
み
に
更
な
る
充
実
を

︱
計
画
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
各
施
策
を
推
進
︱

問　
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
入
所
で
き
ず
に
い
る
待
機
者
１

６
３
人
へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　
計
画
の
目
標
と
し
て
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
付
き
有
料
老

人
ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
計

１
８
５
人
分
、
５
施
設
を
整
備
す
る
。

問　
継
続
雇
用
制
度
に
よ
り
定
年

後
の
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
が
、
働
き
な
が
ら
介
護

す
る
場
合
の
留
意
点
は
何
か
。

答　
訪
問
、
通
所
、
泊
ま
り
な
ど

様
々
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

た
め
、
家
族
で
す
る
こ
と
と
介
護
事

業
所
で
す
る
こ
と
を
上
手
に
使
い
分

け
、
積
極
的
に
利
用
し
て
欲
し
い
。

問　
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
等

に
よ
り
元
気
な
高
齢
者
の
パ
ワ
ー
を

社
会
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
べ
き
と

思
う
が
、
介
護
や
健
康
長
寿
の
施
策

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

答　
健
康
寿
命
が
延
び
る
よ
う
地

域
社
会
全
体
で
健
康
づ
く
り
を
支
援

し
、
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
継
続
し
た
生
活
を
可

能
と
す
る
な
ど
、
介
護
保
険
事
業
・

高
齢
者
福
祉
計
画
の
基
本
理
念
の
実

現
に
向
け
た
施
策
の
推
進
を
図
る
。

景
気
を
下
支
え
す
る
切
れ

目
の
な
い
経
済
対
策
と
し

て
、
国
の
補
正
予
算
に
計

上
さ
れ
た
公
共
事
業
を
実

施
し
た
場
合
に
、
地
方
負

担
額
の
７
割
か
ら
９
割
が

交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

問　
ま
さ
に
地
方
に

と
っ
て
元
気
の
出
る
交
付
金
を
、

し
っ
か
り
と
活
用
す
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
交
付
金
の
対
象
と
な
る
事

業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答　
一
般
会
計
で
は
、
道
路
総
点

検
事
業
初
め
５
事
業
で
事
業
費
総
額

は
約
２
億
５
千
万
円
。
下
水
道
事
業

特
別
会
計
で
は
、
北
部
第
２
処
理
分

区
整
備
事
業
を
初
め
２
事
業
で
約

２
億
８
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　
情
報
収
集
を
し
っ
か
り
行
っ

て
欲
し
い
が
、
対
象
事
業
が
増
え
た

場
合
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
今
後
、
算
定
対
象
と
し
て
採

択
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
事
業
が
判

明
し
た
場
合
は
、
平
成
２４
年
度
補
正

予
算
の
追
加
上
程
で
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

揚
、
一
体
感
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

問　
今
こ
そ
温
故
知
新
の
精
神
で
、

新
し
い
刈
谷
市
像
で
あ
る
歴
史
、
文

化
、
産
業
の
ま
ち
刈
谷
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
事

業
に
か
け
る
市
長
の
思
い
は
ど
う
か
。

答　
事
業
を
通
し
て
、
郷
土
の
歴

史
を
再
認
識
し
、
先
行
き
不
透
明
な

現
代
の
先
を
照
ら
す
道
し
る
べ
を
歴

史
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
未
来
に

向
け
て
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

清
水　

行
男　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　

南
部
地
域
の
土
地
利
用
計
画
は
全
庁
的
な
検
討
を

︱
市
街
地
整
備
に
向
け
た
各
種
調
査
を
実
施
︱

問　
若
者
世
代
の
転
出
を
防
ぎ
、

目
標
人
口
確
保
の
た
め
、
南
部
地
域

で
の
新
市
街
地
整
備
が
急
務
と
考
え

る
が
、
新
た
に
編
入
す
る
地
域
の
見

直
し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　
若
者
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

え
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
利
便
性
の
高
い
中
心
市
街
地
に

都
市
型
の
住
宅
建
設
を
誘
導
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
長
期
的
に
は
依
佐

美
地
区
、
小
垣
江
北
地
区
に
住
居
系

新
市
街
地
を
整
備
し
て
い
く
。

問　
依
佐
美
地
域
は
市
内
で
も
優

良
な
農
地
で
あ
る
が
、
今
後
の
農
業

施
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
特
定
の
担
い
手
に
限
定
し
た

助
成
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
営
農
組

織
の
法
人
化
に
要
す
る
経
費
に
対
す

る
補
助
等
が
あ
り
、
平
成
２５
年
度
は

農
地
の
出
し
手
に
対
す
る
農
地
集
積

協
力
金
の
交
付
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
農
業
振
興
と
都
市
整
備
を
両

立
す
る
た
め
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
必
要
な
予
算
は
措
置
し
て
い
る
か
。

答　
整
備
手
法
の
検
討
や
整
備
に

向
け
た
調
査
の
実
施
な
ど
、
都
市
と

自
然
が
共
存
し
た
魅
力
あ
る
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（仮称）夢と学びの科学体験館として
リニューアルされる中央児童館

交付金を活用し、道路の
総点検を実施
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星
野　

雅
春　

議
員
（
一
括
質
問
一
括
答
弁
方
式
）

　
市
職
員
の
兼
務
を
や
め
、
観
光
協
会
を
自
立
さ
せ
る
考
え
は

︱
市
と
観
光
協
会
の
役
割
を
明
確
に
し
、
組
織
の
効
率
化
を
検
討
︱

問　
本
市
の
観
光
協
会
が
抱
え
る

課
題
は
何
か
。
ま
た
、
ど
う
克
服
す

る
の
か
。

答　
観
光
協
会
設
立
以
来
、
万
燈

祭
り
、
わ
ん
さ
か
祭
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
中
心
に
活
動
し
て
き
た
が
、

本
市
は
工
業
都
市
、
企
業
城
下
町
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
観
光
振
興
を
図

る
こ
と
は
難
し
い
課
題
で
あ
る
。
近

年
、
コ
ス
プ
レ
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
な

ど
新
た
な
文
化
の
発
信
に
も
取
り
組

み
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

今
後
も
自
然
・
歴
史
・
文
化
資
産
を

活
用
し
な
が
ら
定
住
自
立
圏
の
枠
組

み
を
生
か
し
た
交
流
観
光
や
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
観

光
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　
市
役
所
商
工
課
の
職
員
が
観

光
協
会
の
事
務
を
兼
務
し
て
い
て
は
、

観
光
協
会
本
来
の
機
能
を
果
た
す
こ

と
が
難
し
い
と
思
う
が
、
観
光
協
会

を
自
立
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
観
光
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

民
間
活
力
の
活
用
が
重
要
で
あ
る
。

第
２
次
観
光
推
進
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
市
と
観
光
協
会
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
な
が
ら
、
法
人
化
も
含
め

て
組
織
の
効
率
化
を
検
討
し
た
い
。

山
崎　

高
晴　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　

市
民
の
不
安
を
和
ら
げ
る
防
災
対
策
を

︱
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
、
事
業
を
推
進
︱

問　
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
緊

急
情
報
に
対
し
、
市
民
の
意
識
改
革

を
図
る
取
組
み
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答　
無
線
の
内
容
を
回
覧
等
で
周

知
す
る
ほ
か
、
屋
外
拡
声
器
を
使
っ

た
避
難
訓
練
等
を
自
主
防
災
会
と
行

う
な
ど
、
意
識
づ
け
を
図
っ
て
い
く
。

問　
刈
谷
市
の
道
路
の
耐
震
対
策

へ
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

答　
緊
急
輸
送
道
路
に
か
か
る
橋

梁
の
耐
震
化
を
平
成
１６
年
度
か
ら
進

め
、
２５
年
度
末
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

現
在
は
避
難
路
に
か
か
る
橋
梁
の
耐

震
化
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
応
急
仮
設
住
宅
に
関
す
る
計

画
に
お
け
る
建
設
の
候
補
地
や
、
建

設
戸
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
阪
神
淡
路
大
震
災
の
実
績

と
、
東
海
・
東
南
海
地
震
の
被
害
想

定
か
ら
算
出
す
る
と
、
４
２
６
戸
の

仮
設
住
宅
が
必
要
と
な
る
。
建
設
候

補
地
は
双
葉
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
狩
野
公

園
北
側
広
場
、
原
崎
公
園
、
野
田
公

園
、
井
ケ
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
５
カ
所

に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え

て
青
山
公
園
、
日
高
公
園
、
狩
野
公

園
の
３
カ
所
を
追
加
し
、
現
在
は
全

体
で
８
１
７
戸
が
確
保
可
能
で
あ
る
。

伊
藤　

幸
弘　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　
今
後
急
速
に
増
大
す
る
高
齢
者
福
祉
関
係
予
算
へ
の
対
応
は

︱
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
歳
出
の
抑
制
に
努
め
る
︱

問　
１２
年
後
、
２
０
２
５
年
の
高

齢
者
人
口
及
び
高
齢
化
率
を
ど
の
よ

う
に
予
測
し
て
い
る
か
。

答　
第
７
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、

２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
者
人
口
が

３
万
３
４
４
０
人
、
高
齢
化
率
が

新
村　

健
治　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　
富
士
松
駅
の
改
修
に
対
し
、
ど
ん
な
期
待
を
し
て
い
る
か

︱
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
安
全
で
快
適
な
利
用
を
期
待
︱

問　
富
士
松
駅
の
現
状
に
ど
の
よ

う
な
懸
念
が
あ
り
、
駅
舎
を
改
修
す

る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
期
待
を
し
て

い
る
の
か
。

答　
現
在
、
名
鉄
富
士
松
駅
は
線

路
東
側
に
し
か
改
札
口
が
な
く
、
西

側
か
ら
の
利
用
者
は
踏
切
を
通
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
踏
切
付
近
で
の
事

故
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
踏

切
の
拡
幅
と
併
せ
て
西
側
に
改
札
口

を
新
設
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
と
と
も
に
、
よ
り
安
全
で

快
適
な
利
用
が
期
待
さ
れ
る
。

問　
こ
の
事
業
は
、
名
鉄
に
も
利

益
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
今
回
の
整
備
は
、
利
用
者
の

利
便
性
、
安
全
性
を
向
上
す
る
も
の

で
、
大
幅
な
利
用
者
の
増
加
は
考
え

て
い
な
い
。

問　
名
鉄
に
も
利
用
者
の
安
全
性

の
向
上
に
は
責
任
が
あ
る
と
思
う
が
、

負
担
割
合
の
協
議
は
さ
れ
た
の
か
。

答　
協
議
は
進
め
て
き
た
が
、
乗

降
客
数
か
ら
、
名
鉄
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
等
の
法
的
義
務
は
な
く
、
ま

た
市
か
ら
の
請
願
に
よ
る
た
め
、
他

の
事
例
に
お
い
て
も
全
額
自
治
体
が

負
担
し
て
い
る
。

新しくなった地震ハザードマップ

蜂
須
賀　

信
明　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　

い
じ
め
防
止
対
策
の
本
市
に
お
け
る
取
り
組
み
は

︱
子
ど
も
や
保
護
者
が
相
談
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
︱

問　
い
じ
め
へ
の
対
応
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、

現
状
把
握
と
、
未
然
に
防
ぐ
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
い
じ
め

認
知
件
数
は
ど
れ
だ
け
あ
る
か
。

答　
今
年
度
は
１
月
末
ま
で
で
小

学
校
２０
件
、
中
学
校
３５
件
で
あ
る
。

問　
い
じ
め
に
対
し
て
学
校
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

答　
教
員
間
の
情
報
共
有
に
努
め
、

対
応
策
を
協
議
し
て
即
座
に
対
応
し

て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
い
じ
め
ら

れ
た
側
・
い
じ
め
た
側
両
者
の
保
護

者
に
把
握
し
た
事
実
を
伝
え
、
理
解

を
得
る
場
を
設
け
て
い
る
。

問　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
、

す
こ
や
か
教
室
（
適
応
指
導
教
室
）

の
成
果
は
あ
が
っ
て
い
る
か
。

答　
目
に
見
え
る
成
果
は
な
か
な

か
上
が
ら
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
学
校

に
通
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
生
徒

が
、
卒
業
後
に
進
学
し
た
学
校
で
は

毎
日
通
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い

う
事
例
も
あ
り
、
継
続
的
な
取
り
組

み
に
よ
っ
て
、
様
々
な
こ
と
に
悩
む

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
心
の
安
定

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

◆
卒
業
式
・
入
学
式
も
終
わ
り
、

風
薫
る
爽
や
か
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
進
学
・
就
職
な
ど
、
希
望

に
満
ち
た
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
で
の

ご
活
躍
を
、
心
よ
り
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

◆
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２２
日
に

す
べ
て
の
審
議
が
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
２５
年
度
の
予
算
が
、
現
在
の

財
政
状
況
に
お
い
て
﹃
施
政
方
針
・

教
育
行
政
方
針
﹄
に
沿
っ
て
公
正

に
立
案
さ
れ
て
い
る
か
、
議
員
１

人
１
人
が
市
民
の
声
を
代
表
し
て

質
疑
を
し
た
後
、
新
年
度
予
算
が

成
立
し
ま
し
た
。

◆
新
年
度
の
目
玉
事
業
と
し
て
、

刈
谷
城
築
城
か
ら
４
８
０
年
を
迎

え
る
事
か
ら
記
念
事
業
を
実
施

し
「
郷
土
の
歴
史
を
再
認
識
」「
我

が
街
の
郷
土
愛
を
育
む
」「
先
人

に
習
い
人
と
人
の
絆
を
大
切
に
す

る
」
の
観
点
か
ら
、
行
政
と
市
民

が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
後
歴
史
博
物

館
建
設
や
刈
谷
城
復
元
整
備
へ
と

繋
が
り
ま
す
が
、
目
的
の
達
成
は

も
ち
ろ
ん
、
約
５０
億
円
と
い
う
費

用
に
見
合
う
付
加
価
値
を
見
い
だ

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
記

念
事
業
の
必
要
性
を
市
民
に
理
解

い
た
だ
き
、
市
民
の
声
を
反
映
さ

せ
る
べ
く
、
し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ

ク
し
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

◆
２
０
１
２
年
、
県
の
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
刈
谷
市
Ｈ
Ｐ

が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
門
で
１
位
、

市
民
だ
よ
り
が
広
報
紙
部
門
で
２

位
と
な
り
ま
し
た
。
市
の
Ｈ
Ｐ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、
市
議

会
の
Ｈ
Ｐ
も
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
わ
か
り
や
す
い
議

会
を
目
指
し
、
市
議
会
だ
よ
り
や

市
議
会
Ｈ
Ｐ
等
に
よ
り
、
積
極

的
に
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、

是
非
一
度
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
、
市

民
の
皆
様
方
か
ら
の
声
を
お
寄
せ

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　
　
　
（
議
会
広
報
委
員
会
）

編
集
後
記

〜
か 

け 

は 

し
〜

２０
・
５
％
と
予
測
し
て
い
る
。

問　
介
護
保
険
制
度
が
現
行
の
ま

ま
と
し
た
場
合
、
介
護
保
険
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
２
０
２
５
年

に
は
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
と
予
想
さ

れ
、
増
加
率
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答　
直
近
５
年
間
の
平
均
の
伸
び

率
で
試
算
を
す
る
と
、
一
般
会
計
の

負
担
は
２
０
２
５
年
に
は
約
１５
億
円

と
な
り
、
平
成
２５
年
度
予
算
と
比
較

す
る
と
約
６２
％
の
増
と
な
る
。

問　
歳
入
の
伸
び
が
期
待
で
き
な

い
中
、
高
齢
者
に
係
る
福
祉
予
算
の

増
大
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
く
の
か
。

答　
外
部
評
価
を
取
り
入
れ
、
市

民
目
線
に
立
っ
た
事
業
の
実
施
に
努

め
て
い
く
。
さ
ら
に
、
公
共
施
設
維

持
保
全
計
画
に
基
づ
き
、
将
来
の
人

口
や
財
政
の
見
通
し
、
施
設
の
評
価

結
果
な
ど
か
ら
施
設
の
有
効
利
用
等

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

新
海　

真
規　

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

　
今
後
の
教
育
行
政
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か

︱
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
子
ど
も
を
育
成
し
て
い
く
︱

問　
成
長
過
程
の
根
本
で
あ
る
家

庭
教
育
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
保
護
者
と
学
校
の
役
割
分

担
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
保
護
者
の
役
割
は
、
家
庭
で

生
活
習
慣
と
規
範
意
識
を
身
に
付
け

さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
多
様
な

人
と
の
関
わ
り
や
体
験
の
中
で
育
む

こ
と
が
、
学
校
の
役
割
と
考
え
る
。

問　
様
々
な
障
害
の
あ
る
児
童
生

徒
が
学
ぶ
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

答　
新
年
度
は
、
特
別
支
援
学
級

を
初
め
て
担
任
す
る
教
員
へ
の
研
修

や
、
特
別
支
援
学
校
教
員
免
許
の
取

得
支
援
な
ど
を
実
施
し
、
教
員
の
資

質
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問　
教
育
行
政
上
の
成
果
や
課
題

に
つ
い
て
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
「
当
た
り
前
の
事
が
当
た
り

前
に
で
き
る
子
」
を
目
標
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
マ
ナ
ー
や
挨
拶
、
授
業

の
受
け
方
が
評
価
さ
れ
て
き
た
。
課

題
と
し
て
は
、
い
じ
め
・
不
登
校
対

策
、
体
力
向
上
、
教
員
の
育
成
の
３

点
が
考
え
ら
れ
る
が
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

様々な相談に対応する
子ども相談センター


